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上記3つの減量作戦について
ださい。まだまだ燃やすごみの
人ひとりの心掛けにより、「資

減量効果で処理費用を削減
平成20年度ごみ排出量

　市内で平成20年度に出されたごみの
量は15万５，５８０トンで、1人が1日に排出
するごみの量に換算すると、12分別実施
前（平成12年度）の1,073グラムから
172グラム（16％）減少し、901グラムに
なり、前計画の目標値（900ｇ）をほぼ達

成しました。また、資源化率は12分別実施
前（平成12年度）の11％から20.7％（平
成１６年度）までに上昇しましたが、平成
２０年度は18.8％と微減し、近年では横ば
いの傾向が続いています。
　平成20年度のごみ処理（ごみ及び資

源物の収集運搬・処理処
分）に掛かった総費用は、
およそ61億3,472万円で、
平成20年度一般会計決
算額の約5％を占めていま
す。この総費用に対する市
民1人当たりの負担額は、
1 2分別実施前の1万
4,003円（平成12年度）か
ら1,035円減少し、1万
2,968円になりました。
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市民一人ひとりの力をあわせて、ごみの減量を

生ご紙類を分別する

平成20年度1人1日当たりの排出量
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古紙の再資源化を進めましょう。

プラスチック製容
再資源化を進め

（例）計画的に食材を購入す

　新聞紙・ダンボール・雑誌・紙
パックの分類を徹底し、古紙の
再資源化を進めましょう。
　お菓子の箱やティッシュ
ペーパーの箱、メモ紙などの
「雑紙」は、雑誌に挟んで出す
ことで資源として有効活用す
ることができます。

　プラスチック製容器包
の分別を徹底する。
　ペットボトルを削減す
めに、マイボトルを持ち歩
とでペットボトル1本約30
ムを削減できます。
　プラスチック製容器包

　計画的な買い物や、料理の
を工夫するなど、ちょっと気を
だけでムダな材料や食べ残し
が少なくなり、生ごみの量を減
ことができます。また、ごみを出
には、しっかり水切りをしましょう
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1人1日あたりのごみ排出量と資源化率の推移と目標値
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燃やすごみの内訳は

燃やすごみが
全体の約半数を
占めています。

食材を使い切
ようにし、食材
べ残しを減ら
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資源循環型都市いちかわを目指して
　持続可能な循環型社会づくりに貢献する環境への負荷の少な
い廃棄物処理を市民や事業者との協働により推進していきます。

可能な限りごみの出ない環境の定着に向けて、市民
一人ひとりの生活や各事業者活動について、ごみの
発生の少ないライフスタイルや事業活動への変革を
促進し、ごみの発生量を可能な限り抑制していきます。

て、普段の生活をもう一度振り返ってみてく
の削減が可能ではないでしょうか？ 市民一
資源循環型都市いちかわ」を目指しましょう。

資源化率（ごみを資源とする割合）の向上を目指すと同
時に、精度の高い徹底した分別により高品質な循環資
源を確保することで、リサイクルを推進していきます。

適正なごみ処理を効率的・経済的に進めるとともに、
ごみ処理体制の安定性確保を図っていきます。

行政がその責務を果たすことはもちろんのこと、市民一人
ひとりや各事業者が、それぞれの役割と責任を果たすた
めに行動するとともに、能力や特性を生かして、協力して
「資源循環型都市いちかわ」を創り上げていきます。

基本方針
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ライフスタイルの変革を
促進しごみの発生を抑制
する。

高品質な循環資源を確保
しリサイクルを推進する。

適正なごみ処理を効率的
かつ安定的に進める。

市民・事業者・行政が
役割を分担し協働して取
り組む。

平成19年度の実績を基に、平成30年度までに　　　　　　　　　　  実現すべき４つの数値目標を定めました。
数値
目標

一人一日あたり排出量
（排出原単位）

焼却処理量削減率
平成19年度実績値から

最終処分量削減率
平成19年度実績値から

資源化率1
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11,106t以下
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質分析調査から

スチック類
別する
容器包装類の
めましょう。

する （例）生ごみ処理機やコンポスト
　　を利用して減量や堆肥化を

包装類

するた
歩くこ
0グラ

包装類

を出す時は「プラマークが付
いているか」「汚れていない
か」をチェック。マークがない
物と汚れているものは、リサ
イクルできないので、「燃やす
ごみ」として出してください。

仕方
を配る
しなど
減らす
出す時
う。

　市では、電動式生ごみ処理機と
コンポスト容器の補助金制度を設
けています。詳しくは、循環型社会
推進担当（☎320-3971）へお問
い合わせください。

燃やすごみを
減らすために
できることは

切り・食べきる
材の廃棄や食
しましょう。

平成19年度
19.9%

循環型社会推進担当 ☎320-3971


